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尚,Iこの項vC酔 する仕事の概要は,話題提供 q多体分布関数と cumulant
平均 の問題 'の中に少し詳しくふれ られているC
選一4液体金属はどのような意味で∴slmple Liquidsか
東北大 ･工 田 中 実
政 体金属の諸物性のe,:かで,古典的液体としてとらえ られる属性には,質量
の殆 んどを担 うイオンが主役を演ずることは当然であろう｡ 金殿イオンは通常
の圧力下で,5重点近 くの温度触域に_辞して姓,外穀価電子を全て放出した球
嬢の Z価の古典敏子とみなせる. 従って相互作用の複雑さを別にすれば,アJV
ゴンやク リプ トン等の不活性 簡 )-ガスの夜体と同様に,いわゆるSimpleliq_uidsの
統計力学の対象 と考え られよう｡ zimanは,相互作用を電子の遮蔽効果を考
えて推論し,大胆にイオン嬢結局ほとんど由性の粒子と見徹せ,まさに simT)le




しかし,多電子効果をとり扱 う立場か ら,イオン系の全 ポテンシャプレエネ/レ
ギーを書き下すとき,一般に イオン間には 5捧以上の多体力が働 く形式VC到達
し,通常の simple liq.uid_Sの統計力学的手法である pa′ir interation
Hamiltonianでイオン系の横道性質を議論する pairtheoryが良い近似
であるという保証は必ず しも明確ではない｡･
勿論,実はア)Vゴン ･クリプ トン等で も,全ポテンシャJVエネJvギ⊥を原子
分梅率の 5次迄含めて評価する方が,高密度液相,固体産品,双方の性質を正





1)2体力 ,5体力両方を持つ simple liquid_sKついて ,有効な統計力学
幹事接を考察す ること｡ (単にpai.T theory の宙次琴論でない !)
?) そ の場合,Hamiltonianに表われた 2体力,5捧カか ら,相関 効果をと
り入れた t2体力 "を設定できをいであろ うか . その Q 2体力 "を摺いた
effective pair intLeraCtioT〕theoryで ,つ じつまをあわせることが
可能をのであろ-5か.可能を限界,および決定的に破端をもち来たす物理量
は何であろうかC-
5)電子論から鼻かれた,液 体金属の場合の 2体力,5体力について, 2)の
上述の問題点を詳細vc換討することが最後の段階であろ う.
濫丁5 液体金属中のイオン間多体力
東北大 J･埋 渡 部 三 ′一雄
金属中の イオン間二体力vtは,イオン間の直轟相互作用 (ク-ロン斥力,閉I
穀電子の交換反磯力等)の他vC,伝暮電子を媒介 とした駐接相互作用,す夜お
ち或 るイオンの場tK より傭格した転を電子の遮蔽場を他の イオンが厳ず ること
に よる相互作用が存在するととは良 く知 られているO全 く同様に,一般に多 く
の イオンの伝導電子を媒介 とする相互作用が金属由のイオン間多体力の ｡rU
gin として考えられるO 実際に,このような有効 イオン間相互作用を定量的 Uc
評価する際に,電子闇相互作用の高次効果 (いわゆる exchange,correla-
tion effectlを考慮に入れることが重要であることが,二体力の具体的計
算の瞭 vcJ知 られていることに注意したいO従っ七 ,多体力の評価の際に も,電
子間の相互作用が正 しく取扱える形にまず定式化することが必要である｡
一般の多体力の定式化は,或るイオン配置に対する電子系の自由エネ′レギ ー
を電子 ･イオン間相互作用について展匪 す~ることにより行 うことが出来 る｡ こ
の際 ,ニ捧力は電子 ガス系の遮蔽群数 (電子酪相互階用について exac七夜もOT;I)
vcよりきめ られることが知 られているが,一般に有効 n体力は電子の d.ensity
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